
 ２０１１年 ９月２５日（日） １３：００キックオフ 会場 ：宮崎市生目の杜運動公園

天候 ：曇り

Honda FC 2 3 ホンダロックSC

　

　
　

所　属 得点

1 鋳造2 7

2 ﾌﾟｰﾘｰ加工 6

3 製品技術 2

 4 TM品質 1

4 機種企画 1

得点 4 船外機管理 1

1 16 4 仕様管理 1

2 13 4 製造 1

3 12 4 TM組立 1

3 12 4 TM管理 1

5 10

5 10

7 9

7 9

9 8

観客：１５５２人

選　　手　　名

牧野　泰直

伊賀　貴一

香川　大樹

細貝　竜太

吉村　和紘

川嶋　正之

中川　裕平

川島　大樹

柴田　潤一郎

松田　正俊 ﾌﾞﾗｳﾌﾞﾘｯﾂ秋田

所　属選　　手　　名

有光　亮太 V・ﾌｧｰﾚﾝ長崎

長野パルセイロ

松本山雅

若林　学 栃木ウーヴァ

宇野沢　祐次

木島　徹也

半田　武嗣 MIOびわこ

後期 第９節

０－１
２－２  

鈴木　崇文 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

勝又　慶典 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

須藤　壮史

ﾄﾞﾗｶﾞﾝ･ﾃﾞｨﾐｯﾁ 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

【JFL得点ランキング】※９月２５日時点

【Ｈonda FC出場メンバー】

石橋

事務局長

【他会場カード】

【総合成績表】※消化試合数が異なります。9月25日時点の暫定順位となります。

第１３回 日本フットボールリーグ速報

ＰＳ 選　　手　　名 シュート 時間 交代選手 シュート

1 ＧＫ 清水谷　侑樹

2 川嶋　正之

3 中川　裕平

5 牧野　泰直 1 76分 桶田　龍

20 平山　照晃

7 糸数　昌太

16 土屋　貴啓

24 香川　大樹 3

9 新田　純也 1 65分 柴田　潤一郎

11 伊賀　貴一 3

13 細貝　竜太 2 65分 吉村　和紘 2

ＤＦ

ＦＷ

ＭＦ

順位 勝点 試合 勝利 敗戦 引分 得点 失点 得失点

1 SAGAWA SHIGA FC 43 22 14 7 1 35 24 + 11

2 AC長野パルセイロ 42 21 12 3 6 32 14 + 18

3 V･ファーレン長崎 39 22 11 5 6 39 27 + 12

4 町田ゼルビア 35 21 10 6 5 44 23 + 21

5 ツエーゲン金沢 35 22 10 7 5 30 23 + 7

6 松本山雅FC 33 22 9 7 6 37 28 + 9

7 ホンダロック 33 21 8 4 9 31 23 + 8

8 FC琉球 32 21 10 9 2 30 26 + 4

9 カマタマーレ讃岐 31 21 9 8 4 30 30 + 0

10 Honda FC 31 21 9 8 4 23 24 - 1

11 栃木ウーヴァFC 29 21 8 8 5 26 29 - 3

12 佐川印刷SC 29 23 8 10 5 29 42 - 13

13 ブラウブリッツ秋田 25 21 7 10 4 25 31 - 6

14 MIOびわこ草津 21 21 6 12 3 25 46 - 21

15 横河武蔵野FC 20 21 6 13 2 19 24 - 5

16 アルテ高崎 16 21 3 11 7 21 35 - 14

17 ジェフリザーブズ 13 21 3 14 4 16 41 - 25

18 ソニー仙台FC 7 7 1 2 4 6 8 - 2

チーム名

【得点】

ソニー仙台 1-0 町田ゼルビア

MIOびわこ 2-2 佐川印刷

アルテ高崎 0-1 長野パルセイロ

横河武蔵野 3-4 Ｖ・長崎

栃木ｳｰｳﾞｧ 1-3 SAGAWA

ジェフR 3-3 ｶﾏﾀﾏｰﾚ讃岐

ﾂｴｰｹﾞﾝ金沢 1-2 ﾌﾞﾗｳﾌﾞﾘｯﾂ秋田

FC琉球 0-1 松本山雅

【アシスト】

73分 吉村 和紘（製品技術） 85分 吉村 和紘

柴田 潤一郎（船外機管理） 無し

【Honda FC得点ランキング】

同点直後に勝ち越し点を許し、ホンダロックに初の敗戦！

【ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰ】 【宮崎市長と土屋選手】

【戦評】

【入場後の整列】

ここ6試合リーグ戦の勝利が無いＨｏｎｄａ ＦＣ、この『ホンダダービー』を制し、再浮上の勢いを作りたい。試合は一進一退の攻防を繰り返し、Ｈｏｎｄａ ＦＣは牧野の弾丸

ＦＫがゴールバーをたたき、ホンダロックはサイドからの攻撃でチャンスを作り出していた。ゲームが動いたのは３１分、スローインから左サイドを入れられゴール前。ニア

サイドに走りこまれ清水谷の出鼻で合わされ先制のゴールを許してしまう。０－１で折り返した後半、６６分に追加点を許し２点のビハインドを背負う。しかしここからＨｏｎ

ｄａ ＦＣの反撃が始まる。７３分、交代で入った左サイド吉村が柴田からゴール前でパスを受けフィニッシュ。ゴールキーパーに当たったボールはそのままゴールインし

て１－２。その後の８５分、中央で伊賀が放ったシュートがＤＦに当たり吉村へ。目の前のＤＦを一瞬交わして左足で豪快に蹴り込み同点！だが、形勢逆転かと思われ

たその１分後、中央から左に流されたボールに必死に対応するも、ゴール左隅にシュートを決められ万事休す。２－３での敗戦で１０位に陥落。だが、チームの現状を


